
 

 

【（仮称）鶴ヶ島市立西部中学校開校に向けた基本方針の策定にあたって】  

 

１ 学校教育を行う上での基本的な考え方  

学校教育には、子どもたちが「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」

といった生きる力を身につけるため、様々な考え方をもつ友達と出会い、

学び合い、高め合いながら自主性や社会性などを育む役割が求められてい

る。  

そうした教育を行うためには、適正な規模の児童・生徒数が確保されて

いることが望ましい。  

 

第３期鶴ヶ島市教育振興基本計画（令和３年度～令和６年度）  

鶴ヶ島の教育が目指す姿  ～基本理念と４つの基本目標～  

１  基本理念  

豊かな人が育つまち  つるがしま  

２  基本目標  

基本目標１  未来を創り出す力を育む教育の推進  

基本目標２  教育環境の充実  

基本目標３  生涯学習・スポーツの振興  

基本目標４  歴史・文化の継承と芸術の振興  

 

 

２ 小規模化の課題  

市内の小・中学校は、児童・生徒数の減少により小規模化が進んでいる。  

学習面では他の児童・生徒の多様な意見にふれる機会が少なく、考えが

深まりにくい。  

生活面では、人間関係が固定化され、また、部活動等の選択の幅が狭ま

りやすい。  

学校運営面では、児童・生徒数に応じ教員数が少ないので一人が抱える

校務分掌が多い。  

 

資料  



 

 

３ 集団としての教育機能が発揮できる適正規模  

「鶴ヶ島市学校再編に関する基本方針」（平成２９年１月）では、適正規

模について、  

・学習や生活の指導が適切に行える規模  

・クラス替えにより、新しい人間関係を生じ、多くの友達や教員と出会

うことで、集団ルールを学び、社会性や協調性を身につけられる規模  

・必要な教員の数が確保され、児童・生徒に対する指導や教科学習の充

実が図れる規模  

などの考えから、小・中学校ともに１２学級から１８学級と設定している。 

 

４ 魅力ある学校施設  

学校施設の老朽化対策が大きな課題となっている。  

今までの施設の老朽化に対応した施設整備から、将来にわたる学校規模

の適正化に向け、教育環境の重要な要素である学校規模の観点を取り入れ

るとともに、多様な教育方法を支え、現代的課題に対応する魅力ある学校

施設整備を一層推進する。  

・教育環境の充実   

・生活、運動環境の充実   

・学校と地域の連携  

・環境への配慮   

・災害に強い学校   

・バリアフリー  

 

５ 鶴ヶ島中学校と西中学校の現状と今後の見込み  

鶴ヶ島中学校は、令和４年度で１２学級、令和１１年度までは適正規模

を維持するが、その後適正規模を下回り、令和３２年度には６学級となる

見込みである。  

西中学校は、令和４年度で９学級、既に適正規模を下回っており、令和

３２年度には３学級となる見込みである。  

鶴ヶ島中学校と西中学校は、令和５年度以降、両校を再編しても、適正



 

 

規模の学校となる。  

 ※学級数は特別支援学級を除く。  

 

６ 検討経緯  

教育委員会は、「鶴ヶ島市学校再編に関する基本方針」、「学校再編・長寿

命化の基本方針」（令和２年８月）を決定し、その後、総合教育会議や教育

委員会会議を経て、鶴ヶ島市小・中学校の再編、再配置計画（案）を作成

した。  

令和３年５月から、この計画（案）に基づき、関係する学校の学校運営

協議会やＰＴＡに説明し、意見を聞いた。  

収集した意見を踏まえ、計画（案）を修正し、令和４年２月に「鶴ヶ島

市小・中学校の再編、再配置計画」を策定した。  

市は、「鶴ヶ島市公共施設個別利用実施計画」（令和４年３月）を策定し

た。  

「（仮称）鶴ヶ島市立西部中学校開校に向けた基本方針（案）」について、

総合教育会議、教育委員会で検討した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（仮）西部中学校開校に向けたスケジュール（案）  

令和４年度  

（仮）西部中学校開校に向けた基本方針の策定  

地域・関係者への

説明・情報提供  

開校準備委員会  

・校名、校歌等検討  

・学校経営方針検討  

・制服等検討  

・通学路検討  

・移転計画作成  

・再編校事前交流  

・ＰＴＡ、学校運営

協議会等再編  

学校施設改修基本

構想策定  

令和５年度  基本設計  

令和６年度  実施設計  

令和７年度  

改修工事  

令和８年度  

令和９年度  （仮）西部中学校開校  

          

  



 

 

令和４年度学校目標                       参考  

 鶴ヶ島中学校  西中学校  

学
校
教
育
目
標 

心を磨く  本気で学ぶ  心身を鍛える  校訓   真  善  美  

心豊かで、夢の実現に向けて全力で  

努力する生徒  

・自ら学び正しく判断し行動できる

生徒（真）  

・公共心と思いやりの心を持つ生徒

（善）   

・心身ともにたくましい生徒（美）  

目
指
す
学
校
像 

感動と笑顔あふれる鶴ヶ島中学校  生徒も教師も元気な学校  

生徒の心と頭を鍛える学校  

～開校 38 年の伝統にさらに磨きを

かけ、最高の西中学校を演出する。～  

目
指
す
生
徒
像 

心を磨く  

 相手の気持ちを創造し、  

 仲間を大切にする生徒  

 何事にも感謝の気持ちを持つ生徒  

本気で学ぶ  

 授業に意欲的に取り組む生徒  

 行事や諸活動に全力で取り組む生徒  

心身を鍛える  

 心と身体を鍛え  

 困難なことにも挑戦する生徒  

母校を誇りに思い、仲間を大切にで

きる西中生  

授業に燃える  行事に燃える  部活

動に燃える  西中生  

目指せ！最高の西中生  

 

西中学校区共通児童生徒像  

一人前の社会人を目指し、主体的に

行動できる児童生徒の育成  

 


